
  

 

 
 

相生バイオマス発電所の本格運転開始 

 

  ２０２３年３月２７日 

関西電力株式会社 

 

当社が出資する相生バイオエナジー株式会社は、２０２０年２月から木質

ペレットを主燃料とする「相生バイオマス発電所」の建設を進め、２０２３

年３月２４日、本格運転※１を開始しました。本発電所は発電出力２０万ｋＷ、

国内最大のバイオマス発電所となります。 

 

バイオマス発電は、大気中のＣＯ２を吸収しながら成長する植物に由来する

燃料を使用する、カーボンニュートラルな発電方法のひとつです。 

本発電所の年間発電量は約１３．５億ｋＷｈであり、一般のご家庭に換算し

て約４３万世帯分※２の年間使用量に相当し、年間約５５万ｔ※３のＣＯ２削減を

見込んでいます。 

 

当社グループは、２０４０年までに国内で再生可能エネルギー５００万ｋＷの

新規開発、累計９００万ｋＷ規模の開発に取り組んでいます。今後も引き続き、

ゼロカーボン社会の実現に貢献してまいります。 

 
※１：ＦＩＴ制度による再生可能エネルギー電気の供給 
※２：当社従量電灯Ａの平均的なモデルの使用量を２６０ｋＷｈ／月として算定 
※３：環境省「温室効果ガス総排出量算定方法ガイドライン」の算出式をもとに算定 

 

以 上 

 

＜相生バイオマス発電所の概要＞       ＜相生バイオマス発電所の外観＞ 

発電所名 相生バイオマス発電所 

事 業 者 
相生バイオエナジー株式会社 
※２０１７年４月設立 

出資会社 
関西電力株式会社    （６０％）  

三菱商事クリーンエナジー（４０％）  

所 在 地 兵庫県相生市相生柳山５３１５番地４６  

発電出力 ２００，０００ｋＷ 

発電電力量 約１３．５億ｋＷｈ／年 

主 燃 料 木質ペレット 

売 電 先 
（FIT 分） 

関西電力送配電株式会社 

 


